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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　戸のパネルへ接合する自由グリップと引っ張りグリップとで構成する種類の引き戸用同
期作動システムであって、
　伝動ベルトが、前記引っ張りグリップと前記自由グリップがガイド上で動くことを可能
にし、
　前記引っ張りグリップと前記自由グリップとが、フランジを有し、
　前記ベルトと前記引っ張りグリップとが、前記引っ張りグリップの構造に一体化されて
いない基部を有する接続シューにより接合され、
　前記基部に、前記シューと前記引っ張りグリップとの間の接合用の螺子の挿通に適した
孔が形成され、
　前記引っ張りグリップの前記フランジに、前記接続シューと前記伝動ベルトとの間の接
合用の螺子の挿通に適した孔が作成され、
　前記基部から壁を垂直に延出させ、前記壁から上部カバーを出現させ、前記カバーと中
間基部との間に隙間を残し、前記隙間に前記ベルトを挿通させて前記螺子により捕捉する
ことを特徴とする引き戸用同期作動システム。
【請求項２】
　前記引っ張りグリップにおける前記シューと前記引っ張りグリップとの間の接合用に２
本の螺子を設けたことを特徴とする請求項１記載の引き戸用同期作動システム。
【請求項３】
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　前記基部から前記ベルトとの接合用の各螺子を出現させることを特徴とする請求項１記
載の引き戸用同期作動システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の目的は、引き戸用の同期作動システムを改良して完成させることであり、同
期作動システム内で接続シューを使用することからなる。
【０００２】
　本発明は、特に引き戸に適したものであり、この引き戸は、戸に補助されて通行可能な
通路領域を形作る固定パネルに対し動かすことができる。
【背景技術】
【０００３】
　本出願人はスペイン特許発明（特許文献１）の所有権者であり、この特許発明は二つの
接続グリップとそれらの対応接続部とを有する引き戸を同期作動する装置を提供すること
を目的とする。本出願人はまた、ポルトガル特許発明（特許文献２）、すなわち引き戸ガ
ラス板用機構の所有権者でもあり、これは引き戸の懸架グリップを改良したものである。
【０００４】
　それにもかかわらず、両システムとも機構（懸架装置）の内部構成要素に対するアクセ
スは飾り縁輪郭からなる蓋を介して、常に水平に行われる。この要素の構成によると、シ
ステムの取り付けと将来の保守、例えば調整や交換等ができるように、間隙を残すことが
常に必要となる。
【０００５】
【特許文献１】スペイン特許発明第２２４６６７３号明細書
【特許文献２】ポルトガル特許発明第２００５０２２６１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明特許の対象である引き戸用の改良された同期作動システムは、検討した技術的欠
点を軽減し、必要に応じて取り除くよう設計されるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　取り入れられる改善は、螺子により引っ張りグリップあるいは懸架装置に接合される接
続シューを使用することからなる。懸架装置はまた、原特許において特許請求の範囲に記
載したものについても修正し、接続シューへ接合にするのに適した孔とフランジとを配設
するようにしてある。
【０００８】
　本発明の動作は、次の通りである。戸を保持するグリップ、すなわち引っ張りグリップ
と自由グリップの両方（両方とも懸架装置である）を、まず中央寄せする。グリップをい
ったん所定場所に配置してから、接続シューを引っ張りグリップに固着する。この目的の
ために、シューの孔が引っ張りグリップの孔に対向するまで、接続シューを伝動ベルトに
沿って動かし、両要素を螺子により固定する。最後に、懸架装置、すなわち接続シュー組
立体を螺子により伝動ベルトへ固定し、各螺子を前記ベルトの２本の歯の間に固定する。
【０００９】
　現在の技術水準において使用される構成に対し、接続シューを使用することによって下
記の利点が得られる。すなわち、
　懸架装置へのアクセスが垂直に実行されて水平間隙がなくなり、このシステムは任意の
場所への取り付け可能であることによりコンパクトかつ多用途となる。また、
　あらゆる取り扱いが、修理や組立のいずれのためにも、原特許の請求対象に対し単純化
される。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　一連の図は図面の簡単な説明に簡単に説明してある。これらは発明をより良く理解する
のを助け、その非限定的な例として提示した前記発明の一実施形態に明確に関連するもの
である。
【００１１】
　添付図面からわかるように、引っ張りグリップ（１）と自由グリップ（２）の両方にお
いてフランジ（１２）が原特許に対し改変されている。引っ張りグリップ（１）内でフラ
ンジ（１２）内には、シュー（３）と伝動ベルト（４）との間を接合するための螺子（３
２）の挿通に適した孔（１１）が作成されている。同様に、引っ張りグリップ（１）内に
はシュー（３）と引っ張りグリップ（１）との間を接合する２本の螺子（５）が存在する
。
【００１２】
　接続シュー（３）の構成を、図２から見てとることができる。それを下部から上部へと
説明すると、接続シュー（３）は基部（３５）から形成されており、この基部内に引っ張
りグリップ（１）を接合する孔（３１）が作成されていて、この基部からベルト（４）に
接合するための各螺子（３２）が現れる。壁（３３）が基部から垂直に延びており、この
壁から上部カバー（３４）が出現し、このカバー（３４）と中間の基部（３５）との間に
は隙間が残してあり、この隙間にベルト（４）を挿通させて螺子（３２）により捕捉する
。
【００１３】
　図３は、引っ張りグリップ（１）内で接続シュー（３）が伝動ベルト（４）に接合する
方法と、伝動ベルトが引っ張りグリップ（１）のホイールによってガイド（６）へ係止す
る方法とを示すものである。
【００１４】
　図４は、戸のパネル（７）内で本発明の対象であるシステムの組立を示すものである。
【００１５】
　本特許発明の特質を十分に説明してきたが、本発明は、下記の特許請求の範囲に記載し
た特徴を実質修正しないような幾つかの変形を形状と材質において施すことが可能である
ことだけは付け加えねばならない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の対象である作動システムを組み付ける自由グリップと引っ張りグリップ
の図である。
【図２】接続シューの図である。
【図３】引っ張りグリップと伝動ベルトに接合させた接続シューの図である。
【図４】各引き戸に組み付けられた作動システムの図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　引っ張りグリップ
　２　自由グリップ
　３　接続シュー
　４　ベルト
　７　戸のパネル
　１１　孔
　１２　フランジ
　３１　孔
　３２　螺子
　３３　壁
　３４　カバー
　３５　基部
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